
11 2013 年 11 月号

町
内
小
・
中
学
校
通
学
区
域
制
度
の
弾
力
的
運
用

　

児
童
・
生
徒
が
就
学
す
る
小
・
中
学
校
は
、
町
教
育
委
員
会
で
定
め
た
通
学

区
域
に
基
づ
き
就
学
校
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
特
別
な
事
情
が
あ
り
、
指
定
さ
れ
た
小
・
中
学
校
へ
の
就
学
が
困

難
な
場
合
、
教
育
委
員
会
へ
申
請
す
る
と
、
就
学
校
の
変
更
が
認
め
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
就
学
校
の
変
更
の
許
可
事
由
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
申
請
時
期
は
次
の
変
更
事
由
が
発
生
す
る
時
で
、
内
容
に
よ
り
別
に

定
め
る
書
類
の
提
出
を
求
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

１
、転
居
に
よ
る
場
合

① 

現
に
通
学
し
て
い
る
学
校
に
引
き
続

き
通
学
を
希
望
す
る
と
き
。

② 

近
い
将
来
、
転
居
す
る
こ
と
が
確
実

な
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
転
居
先
の
学

校
へ
の
通
学
を
希
望
す
る
と
き
。

③ 

住
居
の
建
て
替
え
等
に
よ
り
一
時
的

に
転
居
し
、
引
き
続
き
前
学
校
に
通

学
を
希
望
す
る
と
き
。

２
、家
庭
環
境
に
よ
る
場
合

① 

自
営
業
等
で
店
舗
等
の
方
が
生
活
の

本
拠
地
と
な
っ
て
い
る
場
合
で
、
そ

の
店
舗
等
の
あ
る
住
所
地
の
就
学
校

へ
の
通
学
を
希
望
す
る
と
き
。

② 

共
働
き
家
庭
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
の

理
由
に
よ
り
、
児
童
・
生
徒
が
い
っ

た
ん
親
類
、
知
人
宅
等
に
下
校
す
る

場
合
で
、
そ
の
親
類
、
知
人
宅
等
の

あ
る
住
所
地
の
就
学
校
へ
通
学
を
希

望
す
る
と
き
。

③ 

共
働
き
家
庭
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
の

理
由
に
よ
り
、
保
護
者
の
勤
務
地
の

あ
る
住
所
地
の
就
学
校
へ
の
通
学
を

希
望
す
る
と
き
。

３
、教
育
的
配
慮
に
よ
る
場
合

　

児
童
・
生
徒
が
義
務
教
育
を
円
滑
に

受
け
る
た
め
に
特
に
配
慮
す
る
必
要
が

あ
る
と
教
育
委
員
会
が
認
め
た
と
き
。

４
、そ
の
他

① 

健
康
上
の
理
由
に
よ
り
、
学
校
を
変

更
す
る
方
が
望
ま
し
い
こ
と
が
医
師

の
診
断
書
で
明
ら
か
な
と
き
。

② 

兄
お
よ
び
姉
が
通
学
し
て
い
る
学
校

へ
の
入
学
を
希
望
す
る
と
き
。

③ 

就
学
校
の
変
更
に
よ
り
通
学
し
て
い

た
小
学
校
を
卒
業
し
た
児
童
が
、
当

該
小
学
校
の
卒
業
生
が
通
学
す
る
中

学
校
へ
の
進
学
を
希
望
す
る
と
き
。

※ 

通
学
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
が
責
任

を
も
っ
て
送
迎
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

■
問
合
せ

　

教
育
委
員
会　

☎
47

－

８
０
０
５

師
と
共
に
花
蓮
詠
み
し
日
の
恋
し 

蓑
輪
す
ゞ
子
（
越
前
市
）

は
す
ま
つ
り
投
句
会 

入
選
句

第
21 
回

　

は
す
ま
つ
り
の
開
催
期
間
に
合
わ
せ
、
花
は
す
公
園
内
に
投
句
箱
を
設
け
、﹃
花
は
す
﹄

ま
た
は﹃
南
越
前
町
の
史
跡
・
名
勝
﹄を
題
材
と
し
た
俳
句
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

県
内
外
か
ら
５
２
０
句
の
投
句
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
選
者
の
村
中
聖
火
先
生
ら
３
人
が

選
句
し
た
結
果
、
入
選
句
が
決
ま
り
ま
し
た
。︵
敬
称
略
︶

　

平
成
五
年
七
月
「
花
は
す
公
園
」
が
完
成
し
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
一
環
と
し
て
「
第

一
回
は
す
ま
つ
り
投
句
会
」
が
開
催
さ
れ
て
か
ら
今
年
は
第
二
十
一
回
を
迎
え
た
。

　

平
成
十
七
年
一
月
に
は
、
南
条
町
、
今
庄
町
、
河
野
村
が
合
併
し
「
山
海
里
」
の
恵

み
豊
か
な
南
越
前
町
が
誕
生
し
た
。

　
「
世
界
の
花
は
す
」
も
当
初
の
三
十
六
品
種
か
ら
、
今
で
は
百
三
十
五
品
種
と
盛
大
に

な
り
多
く
の
観
光
客
を
迎
え
日
本
一
の
花
は
す
の
郷
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
の
間
、
高
名
な
伊
藤
拍
翠
先
生
、
地
元
の
橋
本
典
男
先
生
ら
が
亡
く
な
ら
れ
、
今

年
八
月
に
は
第
一
回
か
ら
熱
心
に
指
導
さ
れ
て
き
た
野
上
山
椒
子
先
生
が
惜
し
ま
れ
て

世
を
去
ら
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

　

特
選
に
選
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
の
句
は
、
こ
う
し
た
時
代
の
流
れ
の
中
で
、
師
を

偲
び
昔
日
を
懐
か
し
む
心
情
が
濃
く
共
感
を
呼
ぶ
。

　

こ
こ
に
改
め
て
諸
先
生
方
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

選　

評

花
は
す
大
賞
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産
業
振
興
課　

☎
47

－

８
０
０
２

南
越
前
町
長
賞

二
千
年
の
刻
を
身
近
に
大
賀
蓮 

堀
　
と
し
子
（
大
阪
市
）

南
越
前
町
議
会
議
長
賞

蓮
の
池
遊
べ
る
鯉
も
一
過
客 

金
森
　
信
子
（
越
前
市
）

南
越
前
町
商
工
会
長
賞

青
葉
光
映
え
る
蒔
絵
の
船
箪
笥
　 

山
口
美
智
女
（
越
前
市
）

福
井
新
聞
社
賞

道
元
の
墓
守
の
ご
と
蛇
の
衣 

中
山
　
昭
子
（
越
前
市
）

福
井
放
送
賞

蓮
の
葉
の
褥
に
寝
か
す
蓮
蕾 

中
源
　
信
子
（
福
井
市
）

福
井
テ
レ
ビ
賞

蓮
を
切
る
日
和
と
な
り
て
す
す
み
け
り 

赤
澤
　
順
子
（
阿
久
和
）

Ｆ
Ｍ
福
井
賞

シ
ャ
ボ
ン
玉
越
前
富
士
を
包
み
込
み 

今
村
　
和
夫
（
脇
　
本
）


